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論　　文　　の　　要　　旨
　スルホキシド雪スルフィルイミンおよびスルホニウムイリドは半極性のS－X結合（X二○、N，
C）をもつ代表的な有機三価イ才ウ化合物でヨ同電子異性の化合物である。対応するSe－X結合（X二
〇、N，C）をもつ有機三価セレン化合物も知られている。これらの化合物の特徴は中心のイオウ
原子（またはセレン原子）に陽電荷が。末端のX原子に陰電荷の申心があって反応性に富み、イオ
ウ原子（またはセレン原子）上の求核反応のみならずXの求核性を利用した種々の新しい化学反応
が期待される。そのうち本論文の前六章はスルフィルイミンおよびその類縁体の光化学反応および
熱転位の新しく見出された反応について述べられており。後二章にはケトビニルスルフィドやスル
ホキシドなどの光異性化の新しく見出された反応が述べられている。
　第一章ヨ第二章に述べられているN一アシルスルフィルイミンの光C岨tius転位の新しい反応でナ
イトレン中問体の存在が指摘されヨ実験的な証拠が出されている。圧巻は第三章のN一アシルジフェ
ニルスルフィルイミンの熱分解でヨイソシアナートが殆ど定量的に得られる新しい転位反応の発見
で，その機構は第四章で述べられているようにC岨ti鵬転位に似ているがヨそれより工業的利用価値
のすぐれていることを明らかにしている。しかも中心原子をイオウからセレンに変えることによっ
て反応温度を低下させイソシアナートの収率を上げる同様な反応が新しく見出され雪これらが第五
章にまとめられている。第六章は未置換のスルフィルイミンとアルデヒドとの反応でニトリルが好
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収率で得られる新反応が述べられている。これも工業的製法になり得るものであろう。
　第七章ヨ第八章ではγ一ケトビニルスルフィドラスルホキシドおよびスルホン類のシスートランス
異性化および新しい知見が述べられている。
審　　査　　の　　要　　旨
　N一アシルスノレフィルイミン類が他の半極性S－X結合をもつスルホキシドやスルホニウムイリ
ドでは見られない光および熱C岨tius型の転位をおこしヲその転位反応の反応機構を立体化学雪ある
いは中問体をトラップすることによって解明したことはヨー今後有機イオウ化学に大きな足跡を残す
ものである。しかもこの転位によって比較的安価に得られる毒性のない出発物を用いて工業的に必
需原料であるイソシアナートを収率よく合成できるプロセスが生まれてくることになりラその意義
は大きい。しかもこの方法により従来合成困難であったようなイソシアナートも作ることが可能に
なっている。フリーのスルフィノレイミンがアルデ1ニドと容易に反応してアルデヒトを対応するニト
リルに定量的に変換する反応も将来残る大きな知見でラその機構の解明への努力と共に工業的応用
も考えられる業績ですぐれた仕事といえよう。最後の二章に書かれた論文もイオウ化合物の光化学
の進歩に貢献している。
　よってう著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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